




株式会社 青島裕之建築設計室あぶく ま洞エリ ア再整備基本計画・ 基本設計業務
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　 既存第 1 駐車場に観光の拠点と なる 新入場施設を 整備し 、 観光総合案内を はじ め、 観光ギャ ラ リ ーや土産物

ショ ッ プ、 カ フ ェ レ スト ラ ンを 設けます。 建物は阿武隈高原の山並みに調和するデザイ ンと し 、 あぶく ま洞への

入口、 さ ら には田村市観光の起点と し ての象徴性を 持たせます。

　 デジタ ル技術を 活用し たアート ギャ ラ リ ー ( コ ンテナギャ ラ リ ー ) を 中心と し て、入洞後の気分を リ フ レッ シュ

する シンボルツ リ ー広場、 子ども たちが思いっ き り 遊べる 遊びの広場、 四季の移ろ いを 感じ る 森の広場等を 既存

樹木を 活かし て整備し ます。

　 歩行者専用の空間と し て、 新入場施設から あぶく ま洞入口までの主動線を 形成し ます。 床の舗装を 変更し 、 歩

車分離を 明確にし ます。 フ ォ ト スポッ ト や軽食用のパヴィ リ オン等を 計画し 、 いぎわいがあり 、 楽し みながら 歩

ける空間と し ます。 景観に配慮し 、 電柱の地中化を計画し ます。

　 既存を 活かし ながら 庭園の面積を 拡張し、 美し い景観を 作り ます。 ラ ベンダー園やあじ さ い園は既存を そのま

ま活用し 、 天地人館跡地に段々地形を 活かし たハーブ・ バラ のテラ ス庭園を 新たに整備し ます。 さ ら にその南側

に種を 蒔く だけで手間のかから ない植物を 植えて景観を 整えます。 ラ ベン ダー園下の駐車場と 新入場施設を つな

ぐ 直通階段を 整備し 、 来客者の利便性を向上さ せます。
　 切羽を 背景に芝生広場と 屋根付き の常設ステージを 整備し ます。 こ こ ではプロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ングのイ ベ

ント を開催し たり 、 自由な遊び場と なると 同時に、 市民活動の場と し ても 利用可能なよう に計画し ます。

　 石と ミ ネラ ルを テーマに体験・ 体感型の施設へ改修し

ます。仙台平の自然に関する展示や石を テーマにし たワー

ク ショ ッ プスペース、 原石探し 体験等の場を計画し ます。
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